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第1 3号 

   
 

真
言
宗
豊
山
派 

佐
渡
宗
務
支
所 

支
所
長 

 

池
田 

英
雅  

  

「人
は
異
性
に
『愛
』を
伝
え
る
時
、ど
の
よ
う
な
方
法
を

取
る
の
だ
ろ
う
か
？
」 

 

一
番
手
っ
取
り
早
い
の
は
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

言
葉
使
い
に
注
意
し
、
相
手
に
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
美
辞

麗
句
を
配
し
丁
寧
に
話
す
。
で
も
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
自

分
の
素
直
な
言
葉
で
表
現
す
る
方
が
う
ま
く
伝
わ
る
こ

と
も
あ
る
し
、
好
感
を
持
た
れ
る
場
合
も
… 

 

文
章
に
起
こ
し
手
紙
に
し
て
渡
す
。
最
近
で
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
作
成
す
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
し
、
機
械
的
な
書
面
で
は
気
持
ち
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
稚
拙
な
字
体
で
も
自
分
で
筆

字
で
書
く
…
そ
ん
な
人
も
い
る
だ
ろ
う
。和
歌
、詩
文
、あ
る
い
は
歌
を
楽
曲
に
し
録
音
し
て

送
る
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
ｅ
ｔ
ｃ
言
葉
で
伝
え
る
方
法
以
外
に
も
幾
通
り
の
方
法
が
考
え
ら
れ

る
し
恋
愛
の
達
人
の
私
で
さ
え
、
ど
の
方
法
が
ベ
ス
ト
か
決
め
か
ね
る
。 

 

布
教
の
方
法
も
多
種
多
様
。法
話
、座
禅
、お
遍
路
、ご
詠
歌
、写
経
ｅ
ｔ
ｃ
法
要
後
の
会
食

の
席
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
会
話
―
こ
れ
が
一
番
良
い
布
教
方
法
だ
と
い
う
お
坊
さ
ん

も
い
る
。
皆
様
の
菩
提
寺
の
ご
住
職
様
方
も
何
ら
か
の
方
法
を
選
択
し
て
工
夫
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
檀
信
徒
の
皆
様
に
少
し
で
も
『仏
の
教
え
』
の
素
晴
ら
し
さ

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
『慈
し
む
心
』が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

自
分
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る
に
は
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る
『慈
し
む
心
』が

大
切
で
あ
り
、
こ
れ
が
仏
教
で
言
う
所
の
『愛
』
で
あ
る(

愛
欲
で
は
な
く
慈
愛)

と
あ
る
お
坊

さ
ん
が
仰
っ
て
い
た
。
そ
し
て
『慈
愛
』が
『優
雅
』な
る
密
厳
仏
国
土
を
築
く
と
… 

 

と
い
う
こ
と
で
ま
わ
り
ク
ド
イ
自
己
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、
前
支
所
長
、
山
本
憲
慈
僧
正

よ
り
引
き
継
ぎ
、
今
年
度
よ
り
支
所
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
池
田
英
雅
と
申
し
ま
す
。

写
真
の
と
お
り
『優
雅
』な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
以
外
、自
慢
で
き
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
『慈
愛
』

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
努
力
す
る
所
存
で
す
。
ご
指
導
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〝
慈
〟
か
ら
〝
雅
〟
へ 

発
行
所 

新
潟
県
佐
渡
市
新
穂
大
野
一
二
四
‐
一 

 

清
水
寺
中 

真
言
宗
豊
山
派
佐
渡
宗
務
支
所 

題字 池田英雅 

真
言
宗
豊
山
派 

佐
渡
宗
務
支
所 

布
教
長 

 

加
藤 

龍
久  
 

「
檀
信
徒
総
代
会
」
が
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
（
土
）
畑
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日(

月)

豊
山
派
宗
務
所
で
開
催

さ
れ
た
、
標
記
の
豊
山
派
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
佐
渡
宗
務
支
所
副
長
、
平
井
英

昭
様
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
「
消
え
る
寺
、
変
わ
ら
ぬ
供
養
の
心
」
と
題
し
て
日
経

Ｂ
Ｐ
社
記
者
、
京
都
・
正
覚
寺
副
住
職
、
鵜
飼
秀
徳
先
生
の
ご
講
演
内
容
で
す
。
そ
の

時
の
資
料
か
ら
佐
渡
の
現
状
に
合
致
す
る
重
要
点
の
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

今
、
お
寺
に
起
き
て
い
る
こ
と 

①
都
市
部
へ
の
人
口
の
流
出
、
地
方
都
市
の
疲
弊
に
よ
っ
て
、
地
域
の
お
寺
が
支
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
背
景
も
寺
院
環
境
に
大
き
く
影
響
。
第
一
次
産
業
の

衰
退
が
密
接
に
影
響
。 

②
地
方
都
市
の
寺
院
の
空
き
寺
化
（
兼
務
寺
院
化
）
が
進
む
。
日
本
に
は
七
七
，
〇
〇

〇
ヵ
寺
が
存
在
す
る
が
、
推
定
で
は
二
〇
，
〇
〇
〇
ヵ
寺
が
既
に
空
き
寺
。 

③
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
さ
ら
に
一
〇
，
〇
〇
〇
ヵ
寺
程
度
が
空
き
寺
に
な
る
見
通
し
。

日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
八
九
六
市
町
村
の
リ
ス
ト
に
よ

る
。
こ
の
ま
ま
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
失
が
止
ま
ら
ず
、
若
年
女
性
の
減
少
な
ど
が

進
め
ば
、
二
〇
四
〇
年
に
は
全
国
の
自
治
体
の
４
９
．
８
％
が
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
＊
佐
渡
も
消
滅
可
能
性
都
市
に
該
当
し
て
い
ま
す
。 

④
こ
う
し
た
消
滅
可
能
性
都
市
に
は
、
多
く
の
宗
教
法
人
が
点
在
し
て
い
る
。
全
一
七

六
，
六
七
〇
法
人
の
う
ち
約
３
５
．
６
％
に
あ
た
る
六
二
，
九
七
一
法
人
が
「
消
滅

可
能
性
」
に
あ
る
こ
と
が
判
明
。 

＊
人
口
が
減
少
し
て
い
く
日
本
に
お
い
て
、
佐
渡
で
も
一
年
間
に
約
一
，
〇
〇
〇
人
ず

つ
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
（
佐
渡
市
の
高
齢
化
率
４
１
．
３
％
）
人
口
減
少
社
会

の
中
で
、
寺
院
も
消
滅
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
寺
院
の
総
代
様
、
お
檀
家
様
、
住

職
が
智
恵
を
絞
っ
て
寺
院
の
存
続
の
方
策
を
、
そ
し
て
地
域
住
民
全
体
で
佐
渡
の
十

年
先
を
、
二
十
年
先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

『
現
代
の
僧
侶
が
抱
え
る
危
機
‐
人
口
減
少
社
会
の
中
で
』
参
加
報
告  

池田英雅 支所長 



 

 

全
国
檀
信
徒
総
代
会
に
参
加
し
て     

  
 

 
 

 

支
所
下
百
番 

極
楽
寺
総
代 

 
 

後
藤 

 

武 
  

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
三
・二
十
四
日
、
東
京
都
文
京
区
の
大
本
山
護
国
寺
境
内
に

あ
り
ま
す
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
で
開
催
さ
れ
た
標
記
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

か
ら
豊
山
派
の
檀
信
徒
四
十
七
名
が
参
加
、
新
潟
県
は
越
後
三
名
、
佐
渡
は
私
、
計
四
名

参
加
し
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
大
正
大
学
名
誉
教
授
、
埼
玉
県
大
王
寺
住
職
、
高
橋
尚
夫
先
生
の
「生
死
輪

廻
図
と
涅
槃
図
」の
講
話
を
受
け
、
そ
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
チ
ベ
ッ
ト
は
五
道
輪
廻
で
、
日

本
が
六
道
輪
廻
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
護
国
寺
観
音
堂
へ
向
い
参
拝
。
夕
方
か
ら

リ
ー
ガ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
の
懇
親
会
で
は
、
福
島
、
新
潟
の
総
代
、
陶
山
教
化
部
長

を
ま
じ
え
、
ど
の
地
域
の
寺
院
も
維
持
す
る
こ
と
が
大
変
だ
と
知
り
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
宗
務
所
大
講
堂
で
第
六
十
九
次
檀
信
徒
総
代
協
議
会
が
行
わ
れ
、
田
代
弘

興
管
長
か
ら
新
任
議
員
に
御
袈
裟
が
授
け
ら
れ
、
お
言
葉
を
賜
っ
た
後
、
宗
派
各
部
長
、

及
び
総
本
山
長
谷
寺
の
今
年
度
の
施
政
方
針
と
各
地
区
か
ら
の
現
状
と
課
題
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
各
部
と
も
布
教
・教
化
活
動
に
努
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
深
く
感
心
致
し
ま
し

た
。
本
総
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
致
し
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

   

支
所
下
六
十
一
番 

正
覚
寺
住
職(

前
布
教
長) 

 

大
場 

憲
栄 

 

 

平
成
二
十
八
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
し
て
、二
十
八
年

十
一
月
二
十
六
日
（土
）に
佐
渡
市
泉
の
「平
泉
保
育
園
」に
お
い

て
、
幼
児
へ
の
命
の
大
切
さ
や
優
し
い
心
の
育
成
を
目
的
に
、
仏

教
関
連
等
を
題
材
に
し
た
紙
芝
居
四
点
の
読
み
聞
か
せ
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
園
児
や
保
育
士
さ
ん
二
十
三
名
に
参
加
い
た
だ
き
、

教
師
四
名
と
新
潟
紙
芝
居
ク
ラ
ブ
会
員
一
名
で
実
演
し
ま
し

た
。
終
了
後
、
「ま
た
来
て
ね
」の
可
愛
い
声
に
見
送
ら
れ
平
泉
保

育
園
を
後
に
し
ま
し
た
。 

『
平
泉
保
育
園
紙
芝
居
実
演
』
実
施
報
告  

  

支
所
下
六
十
番 

聖
徳
寺
寺
庭
婦
人 

仏
婦
佐
渡
支
部
長 

 

山
岸 

眞
知
子  

 

佐
渡
支
所
教
師
研
修
会(

平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日)

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
佐

渡
市
梅
津
在
住
の
日
野
敏
子
さ
ん
に
よ
る
民
話(

艶
話)

を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。 

 

艶
話
は
古
く
か
ら
全
国
各
地
で
語
り
継
が
れ
、
佐
渡
に
も
そ
れ
は
受
け
継
が
れ
て
お
り

挿
絵
入
り
の
小
冊
子
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

 

講
師
の
日
野
さ
ん
は
宮
城
県
出
身
で
、
そ
の
東
北

訛
り
で
語
ら
れ
る
物
語
は
素
朴
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
こ

と
…
愉
快
で
楽
し
い
講
演
で
し
た
。 

 

人
の
性
は
あ
る
意
味
全
て
の
原
点
で
不
変
で
す
。

そ
の
表
現
次
第
で
開
放
的
な
大
ら
か
な
も
の
に
な

る
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
し
、そ
れ
は
仏
の
教
え
に
も

通
ず
る
と
思
う
の
は
無
理
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
お

ふ
ざ
け
で
は
な
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
面
が
あ
り

ま
し
た
。 

「民
話
を
聞
く
会
」に
参
加
し
て 

民話語り部 日野敏子氏 

  

 

支 

所 

長 
 

 

支
所
下
一
番(

新
穂
大
野)  

清
水
寺 

 

池 

田 

英 

雅 

支
所
副
長 

 
 

支
所
下
二
十
三
番(

相
川
橘) 

定
福
寺 

 

平 

井 

英 

昭 

布 

教 

長 
 

 

支
所
下
十
三
番(

新
穂
長
畝) 

東
光
院 

 

加 

藤 

龍 

久 

書 
 

記 
 

 
支
所
下
六
十
五
番(

月
布
施) 

観
音
寺 

 

小 

野 

法 

龍 

(

任
期
…
平
成
三
十
三
年
四
月
十
日
迄) 

 

仏
教
青
年
会
会
長  

支
所
下
七
十
四
番(

両
津
浦
川)

文
殊
院
副 

中 

浜 

照 

文 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

任
期
…
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
迄) 

仏
教
婦
人
会
支
部
長 

支
所
下
六
十
番(
加
茂
歌
代) 

聖
徳
寺
中 

山 

岸 

眞
知
子 

(
任
期
…
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
迄) 

 

※
皆
様
の
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

真
言
宗
豊
山
派
佐
渡
宗
務
支
所
新
役
員
紹
介   



 

 

   

 

 

夏
休
み
突
入
前
の
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
二
・
二

十
三
日
、
支
所
下
七
十
四
番
、
浦
川
、
文
殊
院
道
場
に

お
い
て
第
四
十
一
回
青
少
年
研
修
会
を
開
催
。 

 

二
日
目
は
雨
に
見
舞
わ
れ(

佐
渡
に
記
録
的
大
雨
が

降
っ
た
前
日)

予
定
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
な

が
ら
も
十
五
名
の
研
修
生
は
無
事
終
了
証
を
授
与
。 

 

遊
び(

花
火
、
海
水
浴
等)

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
も
座

禅
、
勤
行
、
法
の
灯
火
な
ど
で
一
所
懸
命
に
取
り
組
む
姿

も
。
研
修
生
の
感
想
文
に
は
、
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い

の
声
が
ち
ら
ほ
ら
と
…
今
回
は
大
人
の
方
が
行
儀
が
悪

か
っ
た
？
？
？ 

 

Ｓ
ｅ
ｅ 

ｙ
ｏ
ｕ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ 

 
 

 

Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ 

ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
ｒ
ｅ
ｎ 

第

四

十

一

回

青

少

年

研

修

会   

 

  

加
茂
小
学
校 

五
年 

高
山 

真
來

み

く  

 

私
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
事
は
「
法
の
灯
火
」
で
す
。
廊
下
以
外
が
暗
く
て
す

ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
最
後
に
ロ
ー
ソ
ク
が
消
え
る
時
に
、
自
分
が
持
っ
て

来
た
ロ
ー
ソ
ク
は
ど
れ
か
探
し
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
、
す
ご
く
思
い
出

に
残
り
ま
し
た
。 

 

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
「
夜
」
で
す
。
私
は
十
時
く
ら
い
ま
で
友
達
と
し
ゃ
べ
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
花
火
も
す
ご
く
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
り
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ぐ
ら
い
の
数
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。 

 

一
番
き
つ
か
っ
た
の
が
、
法
楽
を
す
る
時
に
ず
っ
と
正
座
を
し
て
い
た
の
で
疲

れ
ま
し
た
。
で
も
、
少
し
ず
つ
お
経
が
頭
の
中
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

ご
飯
も
す
ご
く
お
い
し
く
、
一
番
お
い
し
か
っ
た
の
は
カ
レ
ー
で
す
。
す
ご
く
甘

く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
ま
た
来

年
も
参
加
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
も
っ
と
楽
し
い
こ
と
を
ふ
や
し
て
、
た
く
さ
ん

色
々
な
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
。 

  

支
所
下
七
十
四
番 

文
殊
院
副
住
職 

 

中
浜 

照
文 

 
 

 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
佐
渡
仏
教
青
年
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
仏
青
の
活
動
に
は
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、
私
が
会
長
に
就
任
し
て
良
い
の
か

半
信
半
疑
で
し
た
。半
年
が
過
ぎ
皆
様
の
お
力
添
え
に

よ
り
、
無
事
、
行
事
等
を
行
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
様
が
幸
せ
で
笑
い
の
た
え
な
い

楽
し
い
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と

も
気
軽
に
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と

思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

仏

青

会

長

に

就

任

し

て 
 

 

 

 

  

昭
和
三
十
二
年
創
設
さ
れ
た
真
言
宗
豊
山
派
仏
教
婦
人
会
は
本
年
六
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
佐
渡
支
部
は
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
二
日
、
長
谷
寺
寺

庭
婦
人
、
富
田
フ
ミ
様
を
初
代
支
部
長
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

以
来
、弘
法
大
師
千
百
五
十
年
、興
教
大
師
八
百
五
十
年
ご
遠
忌
行
事
参
加
、ご
詠
歌

講
習
会
、
全
国
研
詠
奉
詠
会
参
加
、
佐
渡
八
十
八
ヶ
所
・七
福
神
巡
り
、
総
本
山
長
谷
寺

研
修
旅
行
等
の
活
動
を
行
い
、
最
近
で
は
佐
渡
島
の
環
境
浄
化
の
た
め
の
Ｅ
Ｍ
菌
作
り
と

い
っ
た
社
会
貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

本
部
仏
教
婦
人
会
の
創
立
三
十
、四
十
、五
十
周
年
記
念
式
典
に
佐
渡
支
部
と
し
て
も

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
度
六
十
周
年
を
迎
え
佐
渡
支
部
の
あ
ゆ
み
を
顧
み
る
に
あ
た
り
、

佐
渡
支
部
諸
先
輩
方
の
残
し
た
記
録
を
読
み
返
し
、
会
の
歴
史
に
改
め
て
触
れ
る
機
会

を
得
ま
し
た
。 

 

会
員
数
の
減
少
等
、
様
々
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
皆
の
力
を
合
わ
せ
て
継
続
発

展
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

(

真
言
宗
豊
山
派
仏
教
婦
人
会
発
刊
『水
晶
‐合
本
第
四
号
』山
岸
眞
知
子
支
部
長
寄
稿
文
抜
粋) 

 

仏
教
婦
人
会
六
十
周
年
を
迎
え 

青

少

年

研

修

会

作

文 

中浜照文 仏青会長 



 

 

 
 

佐
渡
宗
務
支
所
下
四
十
二
番 

歌
代
山

う

た

し

ろ

さ

ん 

安
照
寺

あ

ん

し

ょ

う

じ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
渡
市
春
日  

住
職 

梶
井 

照
雄  

◎
歌
代
城
主
、
渋
谷
氏
の
祈
願
寺 

寺
域
は
鬼
門
の
方
位
に 

  

当
寺
は
正
し
く
は
、
歌
代
山
心
王
院
安
照
寺
と
称

し
、
「歌
代
山
」の
山
号
は
加
茂
歌
代
の
歌
代
。
明
治
十

年
に
加
茂
村
、
歌
代
村
の
両
村
が
合
併
し
て
加
茂
歌

代
に
な
る
ま
で
二
つ
の
村
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
広

域
な
の
で
す
。  

 

明
和
八
年(

一
七
七
一)

の
当
寺
の
天
満
宮
縁
起
に

は
、
室
町
十
一
代
将
軍
足
利
義
澄
の
頃
、
加
茂
の
地
頭
渋
谷
十
郎
左
衛
門
真
清
の
名
代
と

し
て
上
洛
し
た
舎
弟
の
直
正
は
将
軍
に
拝
謁
、
こ
の
時
歌
二
首
を
詠
ん
だ
賞
と
し
て
加
茂
の

領
地
の
う
ち
三
分
の
一
を
賜
り
帰
国
し
た
。
文
亀
二
年(

一
五
〇
二)

の
こ
と
で
す
。 

 

歌
の
代
わ
り
に
賜
っ
た
こ
の
地
を
「歌
代
」と
名
づ
け
一
寺
を

建
立
、
天
神
さ
ん
を
祀
っ
た
と
い
う
。
直
正
が
歌
を
詠
め
た
の

も
、
日
頃
天
神
さ
ん
を
篤
く
信
奉
し
て
い
た
お
か
げ
な
の
で
す
。

寺
紋
が
天
神
さ
ん
の
梅
鉢
紋
で
あ
る
の
も
そ
の
た
め
。
お
寺
は

歌
代
城
主
渋
谷
氏
の
ご
祈
祷
寺
と
し
て
城
内(

河
内)

か
ら
見
て

北
東
、
鬼
門
の
方
位(

歌
代
領
内
の
夷
町
境)

に
置
か
れ
た
の
で

す
。 

 

唯
一
の
宝
物
に
明
和
四
年(

一
七
六
七)

の
「
弘
法
大
師
一
代

記
御
絵
伝
」四
幅
を
所
蔵
、
檀
家
の
廻
船
業
、
磯
野
与
次
右
衛

門
が
高
野
山
参
拝
の
お
り
買
い
求
め
て
寄
進
し
た
も
の
で
す
。
絵
師
は
高
野
山
往
生
院
住
、

前
岡
如
水
の
手
に
な
る
も
の
で
す
。 

 
見
所
は
大
相
撲
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
の
元
祖
、
佐
渡
ヶ
嶽
猪
之
助
の
生
家
、
佐
藤
長
兵
衛
家
の

菩
提
寺
で
あ
り
、佐
渡
の
相
撲
寺
と
し
て
過
去
帳
等
の
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。(

佐
渡
百
選) 

 

境
内
に
は
昭
和
六
年
に
始
ま
り
を
も
つ
佐
渡
一
国
遍
路
霊
場
の
開
創
記
念
碑
が
あ
り
ま

す
。
明
治
後
期
に
北
海
道
小
樽
に
進
出
、
農
場
等
を
経
営
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
、
小
林
多

喜
二
の
小
説
『不
在
地
主
』の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
夷
町
磯
野
善
兵
衛
家
の
大
き
な
お
墓
や
歌

舞
伎
俳
優
、
尾
上
松
也
の
祖
母(

母
方)

の
生
家
、
磯
野
嘉
右
衛
門
家
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。 

 

時
代
の
要
請
に
応
じ
永
代
供
養
廟
「心
王
苑
」も
開
設
。両
津
の
玄
関
口
に
あ
り
、地
域
に

開
け
た
お
寺
と
し
て
、街
の
あ
ゆ
み
や
お
寺
の
写
真
の
常
設
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。近
く
に

お
越
し
の
際
は
、
是
非
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

      

 
 

 
 

佐
渡
宗
務
支
所
下
三
番 

北
豊
山

き

た

ぶ

ざ

ん 

長
谷
寺

ち

ょ

う

こ

く

じ  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
渡
市
長
谷  

 

住
職 

富
田 

寶
元  

 

長
谷
寺
は
佐
渡
市
長
谷
に
あ
り
、
山
内
は
堂

塔
伽
藍
の
配
置
を
含
め
真
言
宗
豊
山
派
の
本
山

で
あ
る
大
和
の
初
瀬(

は
つ
せ
、
奈
良
県)

の

長
谷
寺

は

せ

で

ら

を
模
し
て
築
い
た
お
寺
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 
創
建
は
大
同
二
年(

八
〇
七)

弘
法
大
師
の
開

基
と
伝
え
ら
れ
、
大
和
の
本
山
同
様
、
観
音
の

霊
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

寺
宝
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
弘
法
大
師
の

作
と
伝
え
ら
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
仏
像
は
古
来
か
ら

秘
仏
と
さ
れ
、
三
十
三
年
毎
に
一
回
開
扉
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
寺
は
一
年
を
通
じ
て
「
花
の
絶
え
な
い
安

ら
ぎ
の
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

寺 

院 

探 

訪 

十一面観世音菩薩  

観音堂(十一面観音安置)  

安照寺本堂(文政５年の建立) 

弘法大師一代記御絵伝 

明和４年、２５０年前のもの 

ぼたん 

(平成30年のぼたんまつり5月12・13日) 


